
様式22

地域創生部交流観光課

収支状況 単位：円

１　履行状況の評価

１　業務執行に関する事項

（１）業務執行体制

（２）人員の配置

（３）有資格者の確保

（４）職員研修の実施

（５）労働環境・条件

（６）人件費の水準

２　業務手続に関する事項

（１）委託の管理

（２）取扱説明書の整備保管

（３）管理記録等の整備保管

（４）報告書等の提出

３　施設の維持管理に関する事項

（１）点検・保守

（２）清掃・環境保全

（３）保安・警備

（４）備品等管理

（５）施設・設備修繕

４　法令遵守・安全対策に関する事項

（１）法令の遵守

（２）個人情報の取扱い

（３）安全対策の確保

（４）緊急時の対応

点数（標準点 ）
総括評価

≪指定管理者の自己評価≫

≪施設所管課の評価≫

8 年 3 月 31

令和 6 ～令和 7 年 3 月 31

月

月

1

1

予算 決算
令和3年度

5,108,960 5,093,550
25,000 9,590 67,020

7,500,000

7,600,100 7,567,020

57590234

362
170,000

7,500,000 7,500,000

375,000
7,870,000 8,208,393

7,500,000 7,500,000

375,000

○

事業評価書

5,083,960 5,083,960

5,108,960 5,093,550

7,500,000

1,869,725

3,239,235

3,481,704 4,095,414

4,105,639 4,291,896

3,535,200 3,535,200

4,014,792

3,535,200

3,663,769

▲ 439,945

0
12,757

10,450,474
▲ 1,964,627

5,533,495 7,587,343 8,387,310

0

▲ 439,945

▲ 820,290

100

11,127,145 9,499,199

3,535,200

5,963,999
250,000

7,549,992

0

7,587,343 8,387,310

5,108,960

5,108,960

○

1

1

1

業務執行体制（指揮命令系統、業務責任者等）が明確になっているか

施設の管理運営に要する人員を効率的に配置しているか

指定管理業務を遂行する上で必要な有資格者を確保しているか

○

○

○

○

○

1

1

1

1

市への承認手続、報告書等による履行確認等がなされているか

設備・機器等の取扱説明書が整備・保管されているか

業務日誌や点検記録、修繕・故障履歴等が整備・保管されているか

業務報告書、事業報告書、事業計画書等が適切に提出されているか

1

1

1

職員の指導・研修が適切に行われているか

適切な労働環境や条件が確保され、労働関係法令が遵守されているか

正規職員に対し、標準人件費の水準以上の賃金が支給されているか

1

1

1

市で準備した備品等に不足がなく、適切に管理されているか

リスク分担に基づき、修繕は適切に行われているか

法令等で定められた書類を遅滞なく提出されているか

○

○

1

1

1

施設・設備の点検・保守は確実に行われているか

清掃・環境保全（植栽、廃棄物処理等）が適切に行われているか

防犯対策やマスターキー等の鍵の管理は適切に行われているか

○

○

○

19

1

1

1

個人情報の漏洩、滅失等、適正な管理のため必要な措置を講じているか

事故防止や避難訓練などの対策が適切に確保されているか

緊急時の連絡網や対応マニュアル等が整備されているか

19 19

○

○

Ａ Ａ

・「平田牧場外食・小売本部業務マニュアル」を基本に、外部講師などの指導を定期的に受けるなど指定管理業務を含め、計画通り執行で
きている。
・業務手続等については、２階貸出業務も適切に行われている。問題が発生した場合は、朝礼などをとおして担当者に報告や職場内研修な
どを実施
　することとしている。現在では問合せや申込などのが問題なく円滑に対応できている。
・業務日誌や点検記録、修繕・故障履歴等についての整備・保管はパソコン上で簡易記録している。酒田市からの連絡・お願いなどがあっ
た場合は、　適切に支配人などを通して担当者などに朝礼などで対応している。

施設管理・運営について、市の判断が必要な事項については市と指定管理とで協議を行っている。
修繕についてもリスク分担に基づいて適切に実施している。

～令和

161,029

令和4年度
予算

7,787,050
50,000 287,050

決算

7,600,100 7,567,020
100,000

1,869,726

5,533,495

令和6年度 5年目 令和７年度

4

7,341,945

0234 ２２- - 8612 - -26

6,665,274

施設
所管課 電話番号

令和5年度
予算 決算

7,550,000

支
出

収
入

指定管理業務
利用料金

事業収入

雑収入
指定管理料

自主事業
計

人件費

物件費ほか
自主事業

計

指定管理業務

10,124 158,658 165,048

施設名称

指定管理者

年数 年度

施設開館数(日) 146 362 361 363

指定期間

評価期間

令和 9日和山交流観光拠点施設（日和山小幡楼）

酒田市日吉町二丁目9番37号

株式会社　平田牧場
電話番号

自主事業

全体

日

日日

日3

年

年

所在地

1年目 令和3年度 2年目 令和4年度 3年目 令和5年度 4年目

利用者数(人)

7,550,000 8,162,050

9,499,199 10,200,4747,549,992 10,877,145

250,000

令和6年度
予算 決算

7,870,000 7,833,393
370,000 333,393

7,500,000

452,250
8,322,250 0

9,834,627 0

令和７年度
予算 決算

7,870,000 0
370,000

3,870,628

5,963,999
386,730

10,221,357 0

0
0

▲ 1,899,107 0

評価項目 配点 評価基準 自己評価 所管課評価

0

12,757 ▲ 820,2900

0
収
支

▲ 1,629,199 ▲ 2,367,081

0 125,000
▲ 1,629,199 ▲ 2,242,081

8 ▲ 3,090,095

0
指定管理業務

125,000

8 ▲ 2,965,095

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

65,520

1,594
664,859

合計

○

○

○

○

○

○



２　サービスの質の評価

１　施設の運営に関する事項

（１）開館日等の遵守

（２）使用許可の手続

（３）接遇応対の状況

（４）情報発信

（５）利用者ニーズへの対応

２　施設の利用に関する事項

（１）施設の平等利用

（２）利用料金の徴収

（３）利用料金の減免

（４）事業の実施状況

（５）利用状況

３　業務水準等に関する事項

（１）要求水準の状況

（２）経費節減の取組み

（３）地元貢献

（４）環境対策

（５）自主事業の状況

（６）前年度評価の活用

４　その他施設の性質又は目的に応じて必要と認める事項（指定管理者選定時の追加評価項目）

（１）自主事業の実施

（２）日和山界隈の回遊性向上の取り組み

（３）コミュニティスペースとしての活用

（４）

（５）

点数（標準点 ）

総括評価

≪指定管理者の自己評価≫

≪施設所管課の評価≫

評価項目 自己評価 所管課評価

1

配点 評価基準

開館日・開館時間は守られているか（臨時開館等の手続は適正か） ○

1

1

1 ○○

1

1

2

2

施設の使用許可は条例等に従い適切に行われているか

利用者への接遇応対は適切に行われているか

利用促進を図るため積極的な情報発信が行われているか

利用者アンケート等を行うとともに、苦情や要望等に適切に対応しているか

一部の利用者への不当な利用制限や優遇措置は見受けられないか

利用料金の徴収は適正に執行されているか

利用料金の減免手続は適正に行われているか

○

○

○

○

○

○

○

○

2

2

2

事業計画書にある事業が計画どおり実施されているか

利用者数が前年度の実績（又は当初の目標）を上回った（又は達成した）か

指定管理業務の要求水準は達成できているか

○

○

○

○

2

2

2

前年度の評価を受けて、適切な改善が図られたか

施設の歴史的背景、景観、性質に見合った企画が考えられているか

界隈の中心的施設として、周辺施設と連携した回遊性向上に寄与する計画か

1

1

1

2

管理に係る経費を節減するための取組みはされているか

地元貢献に資する取組み（地元雇用・地元企業活用等）が行われているか

環境に配慮した物品購入、省エネ、リサイクル推進等が行われているか

自主事業の質は妥当であり、利用者ニーズを捉えたものであるか

29

2

2

2

◎交流拠点として、市民に憩いの場を提供する取り組みが計画されているか

30.5 30.5

○

○

○

○

◎

○

○ ○

Ａ Ａ

○

○

○

○

○

◎

・臨時、アルバイトへの事前研修などにより、施設運営、施設の利用などについて事業計画どおり運営されている。
・地元貢献としては、地元雇用に努め、食材もできるだけ地元を優先して利用している。環境対策でも、できるだけ省エネ、リサイクルに
努めている。
・市民などへのHPなどをとおした広報活動から指定管理の貸出利用が急激に増えた。自主事業については、独自にベビーマッサージに取り
組
　んだが、指定管理部門の和館2階の利用が増加したが洋館2階の利用がまだまだ少ないことが来年度の課題である。
・１２月から２月までの「日和小幡楼」への入館者数が激減に対して昨年度に引き続き玉数で県内一のイルミネーションを実施する。引き
続き日和山
　小幡楼のユーチュ－ブ、インスタグラム、などの定期更新や定期的な自主事業と共用スペースのPRに努め来客数の増対策を図っている。

・マニュアルの整備や研修の実施により質の高い接客がなされている。
・自主事業については、すべて計画どおりの実施となったわけではないが、ベビーマッサージの実施により、若い子育て世代の誘客機会を
創出した。
・省エネ対策として、新電力を活用するなど新たな取り組みを積極的に行っている点が評価できる。
・SNSおよび公式サイトでの周知に力を入れており、そうしたPRによって和館２階の利用数が大幅に増加した。

○

○

○

◎

○

○

○

○



３　サービスの安定性の評価

１　収支状況

２　区分経理の実施

３　経理処理

４　現金等の取扱い

５　団体の経営状況

点数（標準点 ）

総括評価

≪指定管理者の自己評価≫ 指定管理者自己評価実施日 令和

≪施設所管課の評価≫

総合評価（各総括評価に基づく評価）

≪施設所管課による総合評価≫ 評価実施日 令和

指定管理者選定委員会評価

評価実施日 令和

6

1

△

○

自己評価 所管課評価

○

○

1

1

○

○

1

1

1

1

Ｂ Ｂ

・経理については、当初から指定管理部分と長期独占部門での区分を担当者が理解の上で経理処理したため、混乱が無く進められた。
・財務諸表については、顧問税理士の指導をもと法令順守で経理処理を実施した。

前年度評価および財政援助団体監査にて指摘された、指定管理業務と他業務の経理区分の整理については、
指定管理専用の口座を令和６年３月に開設し指定管理業務と他業務が混同しないよう、適切な管理がなされている。
団体の経営状況については、総会実施前であり、決算数値が未確定であることから総会後に確認する。

令和３年のオープンから着実にノウハウが蓄積されスムーズな運営が行われているとともに、認知度が上昇し来館者数が伸びている。
県外からも来館者が多く足を運び、平日でも賑わう様子が伺える。
本施設は指定管理と長期独占が一体である点で、他の指定管理施設と運営上異なる部分もあるが、指定管理者側に柔軟に調整いただくこと
で
適切に運営が行われている。今後は日和山の交流観光拠点として、周辺施設への周遊につながる取り組みにも期待したい。

Ｂ

Ｂ

日

日

7

7

1

1

－

－

－

5.5 5.5

－

－

  施設運営は包括協定、年度協定及び仕様書に沿って適正に実施されている。ただし、収支改善のために、今後も魅力ある
企画の実施やサービスの提供に取り組んでいただきたい。

収支計画書（様式4の2）に基づき適正に運営しているか

指定管理業務と他の業務の経理区分が整理されているか

交際費や食糧費の使途をはじめ、適正な経理処理が行われており、支払遅延の発生等はないか

財務諸表は法令等に準拠して作成されているか

損益計算書の数値が適正に収支決算書（様式19の1）に表示されているか

（数値が一致していない場合は対応関係の説明を求めること）

現金や金券の取扱い、通帳の管理は適切に行われているか

団体の経営状況は良好であるか

偶発債務・簿外債務等の存在が指摘され、財務健全性が脅かされていないか

（監査報告書により確認）

事業の存続を脅かす異常事項が指摘されていないか（監査報告書により確認）

月

5

5

年

年

14

月

△

○

○

○

評価項目 配点 評価基準

日

30

30

7 年 7 月

○

－

○



≪評価区分≫

【個別評価項目における指標】

◎ ： 要求水準を上回って達成できた。

○ ： 要求水準を達成できた。

△ ： 要求水準の一部未達成のものがある（概ね達成できた）

× ： 要求水準を達成できなかった。

－ ： 要求水準に該当項目なし

【統括評価における指標】

個別評価項目について、下記の通り計算した点数の合計で判断する。

◎ ： 配点×1.5

○ ： 配点×1

△ ： 配点×0.5

× ： 配点×0

Ａ ： 優良　（点数の合計≧標準点×1　　となる場合）

Ｂ ： 良好　（点数の合計≧標準点×0.9　となる場合）

Ｃ ： 課題有（点数の合計＜標準点×0.9　となる場合）

【総合評価における指標】

Ａ ： 優良（全総括がＢ以上であり、かつＡが２つ以上）※ただし、「３サービスの安定性の評価」はＡであること。

Ｂ ： 良好（全総括がＢ以上）

Ｃ ： 課題有（総括に１つでもＣがある）

【選定委員会評価における指標】

Ａ ： 優良（総合評価においてＢ以上であり、利用者アンケートの結果や外部意見を踏まえ総合的に「優良」と判断した場合）

Ｂ ： 良好（ＡとＣの間）

Ｃ ： 課題有（総合評価がＣの場合、Ｂであるが指定管理業務に影響を及ぼす課題・問題点が見受けられると判断した場合）

※評価対象外（利用料金制を採用していない、自主事業を実施していない場合の関係項目の未評価）については、空欄とすること


